
 

平成２２年度 福岡県公共図書館等協議会「研修委員会」活動報告 

 
 

１ 設置目的 

  県協議会が主催する職員研修会が、広く会員の期待に応えるものとなり、また、真に

職員の資質や能力の向上に繋がるものとなるよう、職員研修会の内容の充実に向けた企

画検討を行う。併せて、県内で実施される研修会等の情報を集約し会員に提供する。 
 
２ 協議の概要 

（１）第１回委員会（平成２２年９月２４日） 
  ① 第１回職員研修会の実施報告 
  ② 第２回職員研修会の企画 
 
（２）第２回委員会（平成２３年２月２４日） 
  ① 第２回職員研修会の実施報告 
  ② 次年度館長等研修会及び第１回職員研修会の企画 
 
３ 平成２２年度研修会について 

（１）館長等研修会 
○講演「行列のできる講座とチラシのつくり方 
     ～魅力的な企画の在り方や効果的な広報の手法～」 

講師 ＮＰＯ法人男女共同参画おおた 理事長 牟田 静香 氏 
   

【概要報告】 
   前年度の研修委員会において、平成２２年は「国民読書年」でもあるので、例年行

っている経営的な内容ではなく、いかに図書館に人を呼び込むかに焦点を当てた内容

にしてはどうかという意見でまとまった。このため、以上の内容で企画をした。 
チラシ一つでも工夫次第で人の入りが全く違ってくるということが牟田氏の実践か

ら説得力を持って参加者に伝わったように思われる。 
 
（２）第１回研修会 

○講演・パネルディスカッション 「ヤングアダルトは何をどう読むのか」 
講師及びコーディネーター 同志社女子大学専任講師   村木 美紀 氏 
パネリスト        糸島市図書館司書      岩橋 佳子 氏 
  〃          福岡県立図書館ボランティア 重村さやか 氏 
  〃          宗像市立赤間小学校司書   松尾 有子 氏 
  〃          福岡県立太宰府高等学校司書 関岡 陽子  氏 

 
【概要報告】 

   ＹＡの定義や、ＹＡの選書などの基準が曖昧な中、ＹＡに関する研修機会が少ない

との意見が数多く見受けられたため、今回の企画となった。 
講演はＹＡのジャンルの中でも若干マンガの話に偏っているのではないかという意 
 
 
 



見もあったが、ＹＡを後押しする内容で担当者の励みになる研修内容だった。 
また、パネルディスカッションでは、現場の取組みや悩みなど、それぞれの所属で

の状況の話が交わされた。ＹＡ担当者の情報交換の場がほとんどない中、同じ担当者

が他の現場で前向きに取り組んでいる姿を知ることができ、アンケートにおいても大

変参考になったとの意見が多かった。 
 
（３）第２回研修会 
   ○施設見学 
      久留米市立北野図書館 
      大木町図書・情報センター 

○講演「電子書籍とこれからの図書館」 
講師 国立国会図書館電子図書館課長 大場 利康 氏 

   
【概要報告】 

   バスを借り上げての視察見学と講演会の企画は初の試みだったが、バスの準備は参

加しやすかったと概ね好評だった。 
県内 2 か所の新しく建てられた図書館を見学したが、両図書館とも最新設備を整え

ており、担当者の話を交えながらじっくりと見学できた。北野図書館では、新たに施

設を設計する際の注意点に関する話もあり、これから新築・改築等を考える際には大

変参考になる話も伺えた。 
   これに引き続き、視察先の大木町のホールで講演会を実施した。予てから電子書籍

に係る研修の要望が多く寄せられていたため、現在所蔵資料の電子化を進めている国

立国会図書館の大場課長から話を伺った。電子書籍の基本的な話から、契約などの問

題点、今後の展開など話しは多岐に及んだ。大変わかりやすい話だったが、同時に著

作権の問題、契約の問題、費用の問題等、導入や普及には難しい問題も孕んでいるこ

とも浮き彫りになった。著作権等の問題がまだ整理されていないため、電子化される

予定の国立国会図書館の資料が我々の図書館でも閲覧可能になるかどうかもまだわか

らないということだった。 
   電子書籍については、今後も様々に状況が移り変わると思われるので、新たな展開

があり次第、引き続き研修のテーマとして取り上げていく予定である。 
 
４  協議結果のまとめ 

２２年度の研修については、例年よりも趣向を凝らした研修が実施できた。例年に

ない新しいテーマを取り上げるとともに、国民読書年を意識した内容にも取り組んだ。

研修の形式も、ただ話を聞くばかりの研修だけでなく、シンポジウムやバスで移動す

る視察研修など幅を持たせた。 
各研修の企画については、各研修委員が各地区の会員の意見を集約して持ち寄り、

各研修会のアンケートの中で寄せられた希望する研修内容の意見と併せて検討し、各

委員の意見交換のもとテーマを選定した。委員会の中でも以前と比べて活発に意見が

交わされて、内容のある話し合いができた。 
希望があがった研修テーマは多岐に渡り、その中からテーマを絞っていく作業は簡

単ではなかったが、取り上げなかったテーマについても今後の本協議会の研修会や県

立図書館が主催する各種研修会などでフォローしていくこととした。 
 

 


